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豪
雨
の
度
に
用
水

が
氾
濫
し
、
家
屋
に

浸
水
被
害
を
受
け
続

け
て
い
る
皆
さ
ん
が

富
山
市
に
対
策
を
求

め
て
要
望
・
交
渉
し

た
▼
富
山
市
は
、
下
流
か
ら
河

川
の
改
修
を
行
っ
て
い
る
が
当

該
地
域
ま
で
は
ま
だ
何
年
か
か

る
か
分
か
ら
な
い
と
言
う
。
な

に
し
ろ
二
十
四
年
度
の
当
該
河

川
の
改
修
予
算
は
、
わ
ず
か
七

千
万
円
。
一
メ
ー
ト
ル
の
改
修

に
百
万
円
、
一
年
間
で
七
十
メ

ー
ト
ル
し
か
改
修
が
進
ん
で
い

な
い
と
の
こ
と
。
こ
れ
で
は
、

浸
水
被
害
地
域
ま
で
改
修
を
終

え
る
の
は
百
年
先
か
▼
富
山
市

中
心
市
街
地
に
莫
大
な
予
算
を

毎
年
つ
ぎ
込
ん
で
き
た
ほ
ん
の

数
パ
ー
セ
ン
ト
を
河
川
改
修
に

ま
わ
せ
ば
問
題
は
解
決
す
る
。

被
害
地
域
で
は
土
嚢
で
常
時
囲

っ
て
い
る
家
屋
も
あ
る
。
決
し

て
見
た
目
は
よ
く
な
い
。
▼
市

当
局
は
言
う
。「
と
り
あ
え
ず

河
川
の
掃
除
を
行
っ
た
が
、
さ

ら
に
急
カ
ー
ブ
を
緩
や
か
に
し

た
り
貯
水
池
を
造
れ
な
い
か
な

ど
検
討
す
る
。
洪
水
の
根
本
原

因
は
、
貯
水
地
の
役
割
を
果
た

し
て
き
た
上
流
の
田
ん
ぼ
が
宅

地
化
さ
れ
、
雨
水
が
一
気
に
用

水
に
流
れ
込
む
よ
う
に
な
っ
た

か
ら
だ
」
と
▼
コ
メ
で
採
算
が

と
れ
ず
田
畑
の
放
棄
と
売
却
が

加
速
し
て
い
る
。
さ
ら
に
政
府

は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
、
日
本

農
業
を
世
界
と
競
合
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
。
食
料
も
大
丈
夫

か
こ
の
日
本
。（
Ｏ
）

内 視 鏡

組織現況 2013年5月31日現在

組合員数

25，888　�人

出資金総額

90，724 万円

一人当たりの出資額

35，044　円

第60回
通常総代会

〝
わ
〟
を
大
き
く
広
げ
よ
う
！

地
域
ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り
＆
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り

　
第
六
十
回
通
常
総
代
会
が
六
月
二
十
九
日
（
土
）、
富
山
県
中

小
企
業
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
総
代
、
来
賓
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
・

役
職
員
を
あ
わ
せ
て
二
四
六
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、
石
川
専
務
理
事

よ
り
第
一
号
議
案
（
二
〇
一
二

年
度
の
ま
と
め
）
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
医
療
介
護
を
め
ぐ

る
環
境
、
と
り
わ
け
中
小
病
院

の
役
割
が
劇
的
に
変
化
し
て
お

り
、
医
療
介
護
の
連
携
や
、
在

宅
分
野
で
重
度
の
利
用
者
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
協
の
優
位
性
を
活
か
し
た
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
医
療
介

護
事
業
の
展
開
を
す
す
め
、
病

院
経
営
は
減
収
減
益
の
厳
し
い

も
の
で
し
た
が
、
介
護
分
野
で

の
利
用
の
回
復
と
前
進
を
は
か

り
、
法
人
全
体
で
は
ほ
ぼ
予
算

な
み
の
経
営
剰
余
が
確
保
で
き

た
こ
と
、
富
山
医
療
生
協
創
立

五
十
周
年
や
国
際
協
同
組
合
年

の
企
画
に
多
く
の
組
合
員
・
職

員
が
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
い

で
新
た
な
飛
躍
を
記
念
す
べ
き

年
と
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　
第
二
号
議
案
（
二
〇
一
三
年

度
活
動
方
針
）
の
提
案
で
は
、

健
康
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り
を

生
協
ら
し
く
一
層
幅
広
く
進

め
、が
ん
検
診
の
推
進
や
無
料
・

低
額
診
療
事
業
の
適
用
拡
大
な

ど
、
地
域
の
活
動
と
事
業
の
連

携
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
組
織
強
化
目
標

は
班
や
組
合
員
自
身
の
も
の
と

し
て
具
体
化
し
て
欲
し
い
と
訴

え
が
あ
り
ま
し
た
。
第
三
号
議

案
で
は
、
第
二
次
夢
プ
ラ
ン
中

期
事
業
計
画
の
策
定
の
た
め
に

事
業
推
進
委
員
会
を
設
置
す
る

こ
と
が
提
案
さ
れ
、
第
一
号
～

三
号
議
案
が
満
場
一
致
で
採
決

さ
れ
ま
し
た
。
続
け
て
第
四
号

～
第
九
号
議
案
の
提
案
と
採
択

が
行
わ
れ
、
全
議
案
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

夏休みの自由研究に
いのちの病院探検隊

夏休み親子ほけん学校

夏休み親子命の探検隊

日時：８月６日㈫
　　　いずれも14時～16時
対象：小学校３年生以上
内容：車椅子体験、病院のお仕事見学など
お問い合わせ：お申し込み
076－441－8351（協立病院・組織部）

日時：７月３０日㈫　14時～16時
対象：小学生以上の親子
内容：からだの不思議発見など
お問い合わせ・お申し込み
076－433－1077（事務長室・武田）

日時：７月３１日㈬　14時～16時
対象：小学生以上（なるべく高学年・定員20組）
内容：身体の不自由体験・食べ物の着色料の実験など
締め切り：７月20日㈯
お問い合わせ・お申し込み
076－420－0367（富山診療所）

富山診療
所

協立病
院

憲法を守り 未来へつなごう
Love&Peace 平和納涼まつり

日 時  7月27日（土）
17時～19時30分★小雨決行

場 所  在宅福祉総合センター

「ひまわり」駐車場

●原水爆禁止世界大会壮行会
●太鼓　●子どもみこし　
●お楽しみ抽選会
●健康チェック（骨密度・足指力・血圧）

●模擬店（そうめん・黒豆おこわ・かき氷等）

主催　平和納涼まつり実行委員会　TEL076－441－8351
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�

　
六
月
一
日(

土)

、
富
山
協
立

病
院
三
階
会
議
室
に
お
い
て
、

定
数
二
十
七
名
中
二
十
一
名
の

出
席
で
第
十
二
回
理
事
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

①
四
月
の
事
業
概
況
と
経
営
収

支
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し

た
。

②
第
六
十
回
通
常
総
代
会
の
運

営
や
、
総
代
会
ア
ピ
ー
ル
に

つ
い
て
確
定
し
ま
し
た
。

③
決
算
書
に
つ
い
て
は
六
月
八

日
に
臨
時
理
事
会
を
開
催
し

承
認
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

④
健
診
と
「
班
づ
く
り
・
班
会

開
催
月
間
」
の
取
組
み
に
つ

い
て
協
議
し
、
推
進
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

12
年
度 

第
十
二
回
理
事
会
報
告

尾
花
　
幸
洋
（
山
室
支
部
）

�

理
事
一
期
二
年
、常
務
理
事
五
期
十
年

尾
島
　
富
嶽
（
水
橋
支
部
）�

理
事
一
期
二
年

才
藤
　
抱
一
（
新
庄
支
部
）

�

理
事
三
期
六
年
、副
理
事
長
三
期
六
年

林
　
　
佳
子
（
や
く
し
支
部
）

�

理
事
二
期
四
年

山
田
　
文
枝
（
五
福
・
神
明
支
部
）

�

理
事
一
期
二
年

田
中
　
　
裕
（
常
勤
理
事
）�

理
事
二
期
四
年

�

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

退
任
理
事
の
紹
介
と
あ
い
さ
つ

13年　理事・監事名簿
役職名 氏　名 再・新 住　　所
理事 青山　美春 再 富山市金山新桜ヶ丘
〃 池田　克己 再 富山市粟島町
〃 石川　丈夫 再 高岡市中川本町
〃 稲垣由佳子 再 富山市四ツ葉町
〃 茨木　克昌 再 富山市豊若町
〃 大谷むつ子 新 射水市東太閤山
〃 大野　孝明 再 富山市下新北町
〃 大村　正敏 再 富山市岩瀬表町
〃 岡田美乃利 再 富山市水橋畠等
〃 奥田　利光 再 富山市婦中町持田
〃 桶本　一栄 再 高岡市太田
〃 北　　恵子 再 魚津市吉島
〃 坂下　迪夫 再 富山市豊若町
〃 子浦　　章 再 富山市北代藤ヶ丘
〃 塩嶋　靖夫 新 富山市粟島町
〃 塩原　達夫 再 富山市水橋小出
〃 島　美恵子 再 富山市愛宕町
〃 武川けい子 新 富山市下野
〃 田中　桂子 新 富山市森
〃 土市　　隆 再 富山市稲荷元町
〃 船田　和弘 再 滑川市稲泉
〃 古野　利夫 新 射水市南太閤山
〃 水上　孝人 再 富山市豊田本町
〃 宮腰　幸子 新 射水市小島
〃 矢後　正孝 再 富山市四方荒屋
〃 湯島　　修 再 富山市上野
〃 与島　明美 再 富山市金山新東
監事 中田　幸子 再 富山市本郷町
〃 藤田　康雄 再 富山市二口町
〃 古沢　恭子 再 滑川市浜四ツ屋

　
広
田
支
部
の
米
田
江
美
子
総

代
は
、「
加
入
を
す
す
め
た
仲

間
に
本
当
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
」。

と
よ
た
南
支
部
の
金
子
育
彦
総

代
か
ら
は
豊
田
校
区
を
二
支
部

か
ら
四
支
部
に
分
割
し
て
「
新

し
い
運
営
委
員
が
誕
生
し
た
こ

と
で
支
部
に
活
気
が
出
て
、
こ

の
二
ヶ
月
で
三
つ
の
新
班
が
で

き
た
。
今
後
す
べ
て
の
町
内
で

の
班
会
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
射
水
支
部
の
清
水

千
恵
子
総
代
か
ら
は
「
人
に
優

し
い
支
部
活
動
を
」、
高
岡
支

部
の
義
基
み
ゑ
子
総
代
か
ら
は

「
仲
間
作
り
に
は
医
療
生
協
体

験
会
が
効
果
的
」、
中
央
東
支

部
武
田
正
一
総
代
か
ら
は
「
来

年
富
山
で
開
催
の
高
齢
者
大
会

を
成
功
さ
せ
よ
う
」
と
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
武
田
桂
一
病
院
事
務

次
長
か
ら
は
、「
利
用
委
員
会

の
取
り
組
み
と
、
組
合
員
と
共

同
の
力
で
医
療
活
動
を
展
開
し

て
い
き
た
い
」
と
の
決
意
表
明

が
、
青
山
美
春
理
事
か
ら
は
、

「
夢
プ
ラ
ン
中
期
事
業
計
画
を

進
め
る
た
め
に
も
、
職
員
の
紹

介
や
情
報
を
寄
せ
て
ほ
し
い
」

と
の
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　
富
山
医
療
生
協
山
室
支
部
結

成
と
「
在
宅
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
え
が
お
」
建
設
を
主
要
な

任
務
と
す
る
理
事
と
し
て
就
任

し
、
こ
の
た
び
、
退
任
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
間
、「
ひ
ま
わ

り
」「
ぽ
ぷ
ら
」「
の
び
の
び
」

「
や
く
し
の
里
」「
富
山
診
療

所
」
な
ど
の
建
設
を
経
験
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
組
合
員
・
職

員
に
と
っ
て
大
変
大
き
な
事
業

と
運
動
で
あ
り
、
組
合
員
自
身

が
主
人
公
と
し
て
参
加
し
、
職

員
と
の
協
同
の
中
で
実
現
さ
れ

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
私
た

ち
は
、
人
間
ら
し
く
生
き
る
権

利
が
等
し
く
保
障
さ
れ
、
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
安
心
し
て
医
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
自
ら

が
、
積
極
的
に
健
康
で
あ
り
た

い
と
誰
も
が
望
ん
で
い
ま
す
。

　
医
療
生
協
は
、
ま
さ
に
そ
の

要
求
を
実
現
す
る
大
き
な
役
割

を
地
域
で
担
っ
て
い
ま
す
。
第

二
次
夢
プ
ラ
ン
が
こ
れ
ま
で
の

事
業
と
運
動
の
集
大
成
と
し

て
、
力
量
と
ニ
ー
ズ
に
か
な
っ

た
多
様
な
事
業
展
開
で
成
功
さ

れ
ん
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
お
れ

ま
せ
ん
。

�

理
事
　
尾
花
　
幸
洋

　
一
九
八
七
年
か
ら
、
一
期
二

年
を
除
い
て
二
十
四
年
間
、
副

理
事
長
・
常
務
理
事
・
理
事
を

歴
任
し
て
き
ま
し
た
。

　
死
の
恐
怖
を
乗
り
越
え
て
の

韓
国
か
ら
の
引
き
揚
げ
、
レ
ッ

ド
パ
ー
ジ
後
の
貧
乏
生
活
の
中

で
、病
院
で
の
治
療
も
で
き
ず
、

吐
血
し
て
死
ん
だ
父
の
姿
、
そ

し
て
、
Ｂ
型
肝
炎
で
三
度
の
入

院
生
活
を
経
て
、
医
療
生
協
運

動
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
選

択
し
ま
し
た
。

　「
虹
の
ま
ち
」
手
配
り
一
○

○
％
を
職
員
の
力
も
借
り
な
が

ら
、
最
初
に
達
成
・
維
持
す
る

な
ど
、
生
協
運
動
の
発
展
に
支

部
の
皆
さ
ん
と
共
に
貢
献
し
て

き
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
四
月
か
ら
は
新
庄
支
部
の
支

部
長
と
し
て
生
協
運
動
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
庄

北
環
境
保
健
衛
生
協
議
会
会
長

と
し
て
、
医
療
生
協
に
は
健
康

教
室
な
ど
に
協
力
い
た
だ
き
感

謝
し
て
い
ま
す
。
生
涯
を
医
療

や
福
祉
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

理
事
　
才
藤
　
抱
一

組
合
員
活
動
や
事
業
の

�
発
展
に
向
け
て
７
名
の
発
言

班
表
彰（�

）

年
間
六
回
以
上
班
会
開
催

年
間
三
回
以
上
健
康
チ
ェ
ッ
ク

班
会
年
間
計
画
提
出

義基みゑ子さん
高岡支部　三ヶ班

岩
　
　
　
瀬�

磯
路�

十
六
回

岩
　
　
　
瀬�

気
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2012
年度 活動のまとめ
2013年６月29日（土）

第６０回通常総代会決定

はじめに
　2012年は、支部を主体に「脳いきいき班会」「たすけっとクラブ」

など健康づくりと支え合いの運動に積極的に取り組んできました。

また、厳しい経営環境の中でも電子カルテ導入や介護分野での利用

者数の回復と前進をはかるなど組合員の期待に応えた事業活動を展

開してきました。また、富山医療生協創立50周年記念行事を通じて、

多くの組合員が地域の期待と生協運動の発展を共有し、歴史と伝統

を受け継いで新たな飛躍を期する記念すべき年となりました。

２０１２年度 富山医療生協のあゆみ

4月 ７～８  WHO世界保健デー　ちんどんコンクール健康相談会（419人）
29  ブロック別総代会議（４会場・166名）

5月 22  脳いきいき班会インストラクター実践交流集会（46名）
29  50周年パークゴルフ大会（221名）

6月
３～４ 第10回平和バスツアー（42名）
15  北ブロック主催新入職員歓迎会
23  第59回通常総代会

7月 ４  国際協同組合年シンポジウム
28  ひまわり10周年＆平和納涼祭（700人）

8月
10～12  県生協連　福島親子リフレッシュ企画
23  脳いきいき班会インストラクター養成講座（31名）
30  認知症サポーターステップアップ講座（傾聴編・33名）

9月

15  50周年ファミリーウォーキング（95名）
20  第６回グラウンドゴルフ大会（122名）
25  50周年いたち川歴史ウォーキング（106名）
30  国際協同組合年　生協フェステバル

10月
９～10 認知症サポーターステップアップ講座（介護施設体験編）
28  創立50周年記念講演＆シンポジウム（800人）
28  創立50周年記念式典＆コンサート（700人）

11月
11  第１回富山県高齢者大会
17  たすけっとクラブ協力者交流会（57名）
      ブロック別保健講座（４会場・104名）

12月

～

１月
      医療福祉生協の「いのちの章典」の学習会すすむ

2月
13  地域協同推進シンポジウム
27  富山市保健所との懇談会
      バレンタイン行動　協立病院や各ショッピングセンターなどで

3月

９  組合員のつどい（163名）
11  県生協連第１回たすけあい交流会
25  くらしの学校（39名）
29～31  県生協連　福島親子リフレッシュ企画
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①医療事業は、富山協立病院が日本在宅医学会・在宅
医療研修施設を取得し、診療所や介護事業とも合わ
せて在宅分野で着実に前進するなど、地域ネット
ワーク型の病院としての役割と期待が大きくなって
います。介護事業は、介護報酬のマイナス改定となっ
た通所介護でも前年実績を上回り、利用者数実績は
全体として目標を達成しました。

②在宅がん終末期医療における往診と訪問看護、ショ 
ートステイと入院病棟など医療介護の連携と調整を
促進しました。

③３つの医療事業所統一の電子カルテを導入しまし
た。患者情報の迅速な共有によるカンファレンスの
充実やチーム医療の向上をはかるとともに、患者の
自己決定を保障するものであり、患者・家族との信
頼関係の構築にも寄与するものです。

④富山診療所外来では、高齢者にやさしい診療所づく
りの取り組みとして、「高齢者総合機能評価」のス

クリーニングテストを開始しました。
⑤50周年記念事業や班会を通じて、「ライフデザイン

ノート」の活用など医療生協らしい倫理観や健康観
の普及をはかりました。

⑥高校生１日体験を通じて看護奨学生が複数誕生しま
した。また、医学
生の奨学金額を引
き上げました。

⑦医療事業は、３事
業所とも利用者数
が減少し、病院で
は前年を下回る収
入となりました。
全国的にも厳しい
経営環境ですが、在宅医療や透析、診療所や介護事
業での増収と費用を抑える努力の結果、昨年並みの
経常剰余が確保できました。

①安心のまちづくり（社会的孤立を防ぐ、認知症になっ
ても住み続けられる、災害につよいまちづくり）
ⅰ）震災復興支援では、民医連や県生協連等と連携

し、「親子リフレッシュ企画」「物資販売」「復興
支援バスツアー」「医師・看護師の派遣」に取り
組みました。

ⅱ）「認知症サポーターステップアップ講座（傾聴
編/介護施設体験編）」（33名）に取り組み、事業
所傾聴ボランティアも誕生しています。

ⅲ）班会等への参加者、配付係りが増え「出会い・
ふれあい」の支部活動が広がりました。

ⅳ）「たすけっとクラブ」は、地域コーディネータ（14
名）や「たすけっと通信」を通して支部活動との
連携や広報を強化しました。掃除や付添など不十
分な介護保険内容を補うような利用が増え、協力
者207名で260名686回の利用となりました。

ⅴ）無料・低額診
療事業は、25人
235回と利用者
が増えています
が、今後地域で
の生活援助が重
要となっていま
す。

ⅵ）国際協同組合年にふさわしく、「記念シンポジ
ウム」（236名）や「生協フェスティバルinとやま」

（233名）、第１回「富山県高齢者大会」（123名）など、
共同連帯の取り組みが前進しました。「水橋福祉
ネット」のシルバーリハビリ（住民や町内役員向
け講座）は、「地域まるごと健康づくり」の実践
例として、生協の事業所や組合員が積極的に関与

していますが、日常的な支部活動等の関わりは今
後の課題です。

②地域まるごと健康づくりを組合員活動の柱に
ⅰ）自治体健診は、昨年並みの実績に留まりました。

がん検診でも、目標達成は胃がん（115％）のみ
でした。その中でも、組合員によるがん体験の報
告など大腸がん検診を重視した支部では着実に前
進しています。班の尿チェック506回（参加者の
約10％）は目標を達成しましたが、支部毎の差も
あります。まちかど健康チェックは91回2,960人
と前進しました。

ⅱ）小児科は診療内容の評判も良く、子育て広場（７
回、延べ32家族、平均4.6家族）や子育てカフェ（３
クール・９回、延54家族、平均６家族）も好評で
す。しかし、地域への宣伝が弱く、子育て支援の
活動を生協活動として広げる事が課題です。

ⅲ）健康チャレンジャーは228名が達成し、快調（49 
％）、食欲適正（42％）、快眠（36％）、など成果（複
数回答あり）が得られました。

ⅳ）「脳いきいき班会」は、満足度も高く12支部（20
班222人）と前進しました。インストラクター養
成が継続開催の鍵です。介護力の向上めざし、全
ブロックでの保健講座（104名受講・14名の保健
係り登録）と、保健係り連絡会（６回延べ63名）
を開催しました。

ⅴ）購買生協と連携したレディース健診は63名受診 
（内49名新規加入）し、すこやかドック健診は85
件の利用（販売）でした。受診者の医療生協活動
への繋がりが今後の課題です。

ⅵ）福祉運送事業は、2013年度前半の開始にむけて
準備を進めました。

２
０
１
２
年
度
の
活
動
状
況

岩瀬　海の日ウォーキング

とよた北支部　みんなで食事

　社会保障制度改革推進法の成立とともに、社会保障理念と日
本国憲法が重大な危機に直面しています。
①民医連として「原発をなくす富山県連絡会準備会」に加盟し、

県内諸団体と協力して「8.18北電本社前総行動」・「3.9志賀原
発再稼働反対富山アクション」に取り組みました。

②無料・低額診事業とともに、国保44条（一部負担金減免制度）
の適用運動にも取り組みました。

③くらしの学校（39名/生活保護）、平和バスツアー（42名）、
平和納涼祭り（700人）を開催しました。消費税増税中止署名は810筆（目標3,000筆）に留まっ
ています。

①昨年分割した豊田４支部では、支部運営委員も増えて地域に根差した活動が前進し、班会
は前年比1.7倍（218回）になりました。他の支部でも分割への確信が広がりました。また、
西ブロックでの支部長研修会やブロック別保健講座の開催など、ブロック制の中で支部相
互のレベルアップをはかる取り組みが進んでいます。

②４課題の達成にむけ、楽しく、ためになり、頼りになる活動を地域の隅々にひろげました。
課　　題 2012年度到達 課　　題 2012年度到達

仲間ふやし 1,195人/1,500人 新班づくり（含む再開） 43班/100班

出 資 金 94,255千円/1.5億円 支部設立・分割 ２/ ４支部

増資実人数 3,820人/5,000人 運営委員・サポーター 309人/350人

班 会 1,434回/1,500回 行 事 参 加（ 延 ） 8,876人/8,000人

班会開催班 221班/350班

配付コース 全体で76.8％→77.7%（目標 90％）支部内81.5％→82.9%（目標100％）

ⅰ）表彰班（年間計画、６回以上開催、３回以上健康チェック）73班（昨年72班）
ⅱ）「全国300万人組合員達成」にむけた取組みは、３月が最高の加入者数となったものの 
「全職員が１名以上の組合員増やしを」等の方針は十分に浸透せず、引き続き重視し取
り組んでいきます。

③組合員と職員の学び合いを重視し、「いのちの章典・理念」
を部署責任者会議、運営委員会研修会等、支部や事業所で学
習を進め意見集約しました。（64回300名）。

　　通信教育は、受講265人で修了217人。基礎講習と位置づけ
ているコース受講の職員には、期限終了後でも提出を義務付
けました。

　　生協学校（53人）では、富山医療生協の50年の歴史と今後
の展望を学びました。

④大規模災害に備えた危機管理マニュアルと事業継続（BCP）は継続課題となりました。
⑤事業所や組合員活動が適宜広報できるように、インターネットホームページのデザイン更

新作業に着手しました。（７月完成予定）

子どたちの未来のために

脳いきいき班会

１ 医療生協のネットワークを広げるまちづくりの課題 ３

４ 医療生協の持続的発展をめざす課題

①医療生協創立50周年記念行事と「国際協同組合年」に取組みました。（前述）
②「第２次夢プラン中期事業計画」の策定にむけて、理事会で検討を開始しました。

５ 医療生協の展望を開く今年の特別な課題

２ 地域と組合員の期待に応える医療・介護事業を推進する課題

人権を守る社会保障制度（医療・福祉）の充実をめざす課題

《2012年度活動スローガン》

協同の力を集めて“わ”をひろげ、
みんなが輝く安心のまちづくり
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「“わ”を大きく広げよう！地域まるごと健康づくり＆支え合いのまちづくり」
～「第2次夢プラン中期事業計画」を成功させましょう～

　国政では、参議院選挙も控えながら消費税増税や原発再稼働、TPP交渉参加、そして憲法改悪の危険な動きなどとともに、「社会保障制度改革推進法」のもとで社会保障制

度が大きく後退されようとしています。私たちは、創立50周年の歴史と伝統に確信を持ちながら、ⅰ）社会保障の改悪を許さず、組合員と地域住民のいのちと健康を守ること、

ⅱ）医療福祉生協への確信を深め共感をさらに広げること、ⅲ）事業と運動を支える「第２次夢プラン中期事業計画」を策定し、成功させることを基調に取り組みます。

医療生協のネットワークを広げるまちづくりの課題

人権を守る社会保障制度（医療・福祉）の充実をめざす課題

医療生協の発展をめざす課題

第2次夢プラン中期事業計画の成功を築く課題

①安心のまちづくり（社会的孤立を防ぐ。認知症になっても住み続けられる。災害に
つよいまちづくり）

ⅰ）震災復興支援
　　引き続き、被災地の要求に添った、自立を支える継続的な支援を行います。（募金、

地産物品の販売、リフレッシュ企画受け入れ、一定期間の人的支援、相互交流など）
ⅱ）高齢者にやさしいまちづくり　
　・「高齢者にやさしいまちづくアンケート」を支部毎に分析し、行政とも連携し

ながら孤独死・孤立死を出さない地域のつながりと見守り活動を推進します。
（救急キットの普及や機関紙配付時の一声かけ運動など）

　・認知症サポーターの養成やステップアップ講座、またサポーターを交えた認知
症対応の交流会などに取り組みます。

ⅲ）「出会い・ふれあい・支え合い」の対話相談活動の強化をはかります。
　　無料・低額診療事業を広く地域に知らせるとともに、地域の支え合い活動とも

連携します。
ⅳ）「たすけっとクラブ」の活動を支部の支え合い活動の柱として位置づけ取り組

みます。
ⅴ）組合員と住民の交流の場となる地域の「たまり場づくり」に取り組みます。
ⅵ）水橋福祉ネットや県生協連など他団体と連携協同したまちづくりに取り組みます。
　・国際協同組合年の取組みを継続し、積極的に企画し参加します。
　・富山県高齢者連絡会の組織強化に取り組みながら、高齢期運動の発展をめざし

ます。
②地域まるごと健康づくりを組合員活動の柱に位置づけ取り組みます。

ⅰ）健康診断・健康チェック

　・各種健診（自治体/組合員）
を日常的な支部班活動に
しっかりと位置付け受診を
広げます。

　・県内購買生協向けのレディ 
ース健診やABI健診など特
別健診メニューの普及をさ
らにはかります。

　・「手遅れのがん」をなくす
為に、全支部での「大腸が
ん検診キット」取り扱いや、健診結果異常者への精密検査の呼びかけを強化し
ます。

　・低塩分生活への改善に向け、班として食品や尿チェックに取り組みます。
ⅱ）小児医療とともに生協の子育て支援としても、子育て広場や子育てカフェを広

げます。
ⅲ）健康チャレンジャーは、「富山市推奨1,000歩運動」（組合員）や健保組合（職員）

とタイアップして取り組みます。セーフティーウォーキングを推奨普及します。
ⅳ）健康チェックは目標を16,000回として取り組みます。
ⅴ）「脳いきいき班会」は、インストラクターを継続的に養成し、全支部開催にチャ

レンジします。また、実践交流会を開催します。
ⅵ）地域の介護力と保健力の向上を目指し、ブロックでの健康講座に取り組みます。
ⅶ）協同組合らしい地域まるごと健康づくりを行政などとともに進めます。
③福祉運送事業を開始します。住まいと食（配食）の検討をおこないます。

①地域協同を重視し、保健行政との連携をはかりながら、大規模災害対応や支援策を強めます。
②消費税増税に反対し生活保護などの改悪を許さず、無料・低額診療事業の保険薬局等への拡大や小児
医療の窓口負担軽減など社会保障制度の一層の充実に取り組みます。生活に役立つ「くらしの学校」
を開催します。
③環境と平和と人権を守るために参加型企画を進めます。また憲法を守る活動や政治に関心を寄せ参加
者を広げるための学習会などに取り組みます。

①支部とブロックの活動を強化しながら「出会い・ふれあい・支え合い」運動を発展させます。
②楽しく、ためになり、頼りになる活動を地域の隅々にひろげ、全国４課題に取り組みます。
　イ）仲間増やし：1,500人　
　　　生協活動への主体的な関わりを促進する為に「組合員本人」になってもらう取り組みを進めます。
　ロ）増資：１億5,000万円→（以後２億円に「第２次夢プラン中期事業実現」３ヶ年計画）
　　　増資缶の活用等で増資に参加してくれる人5,000名を目指します。
　ハ）班会・支部：102の新班
　　・全支部で「３つの新班」づくりに挑戦します。
　　・支部分割（水橋・奥田北・新庄・富南）に取り組みます。
　ニ）担い手づくり
　　・配付コースを189増やします。（1,700コースに。一人15部以内）
　　・全支部で２名以上の新運営委員を迎えます。
　　・地域訪問、行事参加者と班会開催班の倍化に挑戦します。
　　・「生協ニコニコデー」（100％利用の日）に引続き取り組み、事業所の組合員利用率を高めます。
③組合員と職員の学び合いを重視します。
　・「いのちの章典・理念」を“ともに生協運動を担う組合員（職員・地域住民）”として学び実践します。
　・統一テーマで組合員と職員の学習会や通信教育受講に取り組みます。
④内部統制ルールの構築と、大規模災害時の危機管理準備を進めます。
⑤インターネットをはじめ、広報活動を強化します。

　「第２次夢プラン中期事業計画」（2013～15年）を総意で決定し、事業（病院機能・住宅・介護事業等）
と運動を力強く前進させます。

月 医療生協行事 ◆生協連◇医療福祉生協連☆民医連★その他

７月
日曜がん検診（21・日）
平和納涼まつり（27・土）

★参議院選挙　21・日/投票日
★富山県母親大会（28・日：新川文化ホール）

８月

ぽぷら夏まつり（4・日）
のびのび夏まつり（24・土）
脳いきいき実践交流会（27・火14：00～
16:30）

★原水爆禁止世界大会（6・火～８・木：長崎） 
★日本母親大会（24・土～25・日：東京）
◇中部ブロック組合員活動交流集会

　　　（31・土～9/1・日：名古屋）

９月

平和バスツアー（3・火～4・水：東京）
グラウンドゴルフ大会（19・木）
水橋診療所20周年記念健康まつり（未定）
WHOウォークイベント

☆虹の会レインボー20周年記念
（1・日：ふるさと会館）

★日本高齢者大会（12・木～13・金：三重）

10月
日曜がん検診（20・日）
パークゴルフ決勝大会（28・月：下村）
富山診療所健康まつり（20・日）

★水橋9条の会結成７周年集会
（27・日：ふるさと会館）

11月
日曜がん検診（10・日）
ぽぷら10周年のつどい（17・日）

12月 日曜がん検診（1・日）

２月 虹のバレンタイン行動
◆地域協同推進シンポジウム
☆東海北陸ブロック　共同組織交流会

（16・日～17・月：浜松）

３月 組合員のつどい

2013年度 総代会後の主な組合員活動
各委員会などで検討の上、変更となる事もあります。

2013年度の活動のすすめ方

１

３

４

５

地域と組合員の期待に応える医療・介護事業を推進する課題
①地域の期待に応えた医療介護事業
　・電子カルテの導入による効果を「医療の質」と「患者満足度」

の向上に役立てます。
　・情報の公開と医療介護の質向上（ＱＩ活動）に組合員ととも

に取り組みます。
　・骨粗鬆症予防の骨密度検査をはじめ、健診や健康チェックな

どの健康づくりとの連携を強化します。
　・摂食嚥下や口腔ケア分野の取組みを組合員の健康づくりとと

もに進めます。
　・組合員とともに病院機能の在り方の論議と実践を進めます。
②医療と介護の連携機能の充実強化をはかります。
③「高齢者にやさしい診療所・病院づくり」
　・多岐にわたる慢性疾患や認知症など高齢者の生活上の障害を、医療だけに留まらず総合的にサ

ポートできるように、地域の支え合いや見守りの運動につなげるように取り組みを進めます。
④地域要求に対応できる介護事業の展開について検討します。また、訪問看護事業サービスの一
層の向上にむけ連携・統合などの調整を行います。
⑤自治・参加・協同の促進として「いのちの章典・理念」学習と実践、「事業所利用委員会」活
動の強化、「ライフデザインノート」活用、「終末期の在り方」に関わる取り組みを行います。
⑥医療介護従事者の確保と育成に、組合員と全職員で取り組みます。
　・利用者の満足度と職員の働き甲斐が一致するようMBO（目標管理によるマネジメント）の

有効性を発揮させます。
⑦「夢プラン事業」の成功をめざし、適切な剰余の持続的な確保をおこないます。

ニコニコデー

２

 
いつもそばに専門家がいて、たくさんのことを学べます 

認知症予防に⇒脳いきいき班会！  
認知症の方への接し方を学ぶサポーター講座 
寝たきり予防に⇒転倒予防体操、骨粗しょう症検診 

    ひとりぼっちをなくす、支え合いのまちづくり 

３４の支部と年間１４００回の班会があります 

■在宅系サービス 
 訪問看護・訪問介護・訪問リハビリ・ 
ショートステイ・通所介護 など 

■居住系サービス 
 グループホーム・小規模多機能・ 
老人保健施設・老人ホームなど 

■介護予防サービス 

地域包括支援センター 

相談業務やコーディネート 

■富山協立病院 
かかりつけ医・入院・通院・在
宅支援病院・往診・訪問リハビ
リ・通所リハビリ 

■診療所 

往診・在宅支援・通所リハビリ

※地域包括ケアシス

テムは日常生活圏域

(中学校区)を想定さ

れています。 

自宅・サービス付高齢者住宅など 

富山民医連 

（虹の会・ 

ふれあい薬局）

新しいネットワーク 地域まるごと健康づくり＆支え合いのまちづくり

2025年の地域包括ケアシステムの姿
病気になったら…
　医 療

介護が必要になったら…
　　介 護

いつまでも元気に暮らすために…
　生活支援・介護予防

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO　等

住まい

急性期病院

  

通院・入院 通所・入所

ファミリーウォーキング

課　題 目　標
仲 間 増 や し 1,500名
出 資 金 15,000万円
増 資 実 人 数 5,000人
班 会 1,500回
新配付コース 189コース
新 班 102班
運 営 委 員 350名
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生協本部  076－441－8352　富山協立病院  076－433－1077　富山診療所  076－420－0367　水橋診療所  076－479－1414

《剰余金処分》 （単位：円）
Ⅰ．当期未処分剰余金 7,644,017  

Ⅱ．当期剰余金処分額

　１．法定準備金 800,000 

　２．医療福祉等事業積立金 6,000,000 

　　合計 6,800,000 

Ⅲ．次期繰越剰余金 844,017 

注　記　１．次期繰越剰余金は、教育事業等繰越金です。

貸　借　対　照　表
 2013年３月31日現在（単位：円）

資  産  の  部 期末残高 負債及び資本の部 期末残高
Ⅰ．流　　動　　資　　産 1,047,297,282 Ⅲ．流　　動　　負　　債 591,701,177

現 金 ・ 預 金 412,644,012 短 期 借 入 金 190,000,000

医 療 未 収 金 581,586,925 長期借入 1 年以内償還 158,801,000

貸 倒 引 当 金 △ 3,900,000 短 期 リ ー ス 債 務 20,850,480

棚 卸 資 産 16,344,603 買 掛 金 72,243,289

仮 払 金 5,186,358 未 払 費 用 279,532

未 収 金 3,235,866 預 り 金 14,615,091

前 払 費 用 14,814,416 出 資 預 り 金 4,244,132

立 替 金 323,852 賞 与 引 当 金 51,395,089

繰 延 税 金 資 産 17,061,250 未 払 消 費 税 1,514,700

仮 払 消 費 税 0 未 払 法 人 税 等 29,623,487

Ⅱ．固　　定　　資　　産 2,454,381,910 未 払 い 金 48,134,377

（1）有 形 固 定 資 産 1,998,254,424 Ⅳ．固　　定　　負　　債 1,532,083,998

 １．建物 2,040,308,413 長 期 借 入 金 653,887,000

減 価 償 却 累 計 額 △ 1,051,030,159 組 合 債 54,170,000

 ２．建物付属設備 1,602,211,561 組 合 債 預 り 金 0

減 価 償 却 累 計 額 △ 1,348,401,852 退 職 給 付 引 当 金 718,381,353

 ３．建物造作 0 リ ー ス 負 債 105,645,645

減 価 償 却 累 計 額 △ 0 負　 債　 合　 計 2,123,785,175

 ４．構築物 190,832,668

減 価 償 却 累 計 額 △ 156,979,258

 ５．医療機械 743,199,615 Ⅴ．出　　 　資　 　　金 876,300,000

減 価 償 却 累 計 額 △ 666,921,887 　 組 合 員 出 資 金 876,300,000

 ６．器具備品 309,490,807

減 価 償 却 累 計 額 △ 290,335,680

 ７．リース資産　 139,003,200 Ⅵ．剰　　 　余　　 　金 501,594,017

減 価 償 却 累 計 額 △ 18,530,700 （1）法　定　積　立　金 70,450,000

 ８．土　地 505,407,696 法 定 準 備 金 70,450,000

 ９．建設仮勘定 0 　 　

（2）無 形 固 定 資 産 22,510,173 （2）医療福祉等積立金 361,500,000

借 地 権 9,710,428 医療福祉等積立金 361,500,000

水 道 加 入 権 等 948,185

パソコンソフト 11,851,560 （3）任　意　積　立　金 62,000,000

（3）そ の 他 固 定 資 産 433,617,313 別 途 積 立 金 0

関係団体出資金 6,215,000 退職給与積立金 25,000,000

敷 金 10,865,919 生協会館建設準備金 37,000,000

差 入 保 証 金 37,000 （4）当期末処分剰余金 7,644,017

奨 学 金 25,758,000 当期首繰越損益 1,202,485

保 険 積 立 金 165,321,516 当 期 剰 余 金 6,441,532

長期前払消費税 12,060,617

長期繰延税金資産 213,359,261 資 　本 　合 　計 1,377,894,017

 資　産　合　計 3,501,679,192 負債及び資本合計 3,501,679,192

2012年度決算報告
《損益計算書》

Ⅰ．【事業収入】 3,692,732,084

　　　医療収入 2,603,186,547

　　　　外来収入 1,100,552,226

　　　　入院収入 1,329,711,824

　　　　訪問看護 61,562,629

　　　　健診収入 114,645,737

　　　　その他自費 44,763

　　　　無低診生協負担　△ 1,112,827

　　　　保険査定　　　　△ 2,217,805

　　　介護収入 1,079,258,978

　　　　訪問看護 81,390,868

　　　　通所介護・リハビリ 556,098,628

　　　　訪問介護 126,640,100

　　　　訪問リハビリ 21,993,847

　　　　短期入所介護 132,178,455

　　　　居宅支援 114,124,055

　　　　療養指導他 21,176,336

　　　　地域包括支援センター 24,571,529

　　　　保険査定　　　　△ △　1,085,160

　　　福祉収入 7,393,050

　　　　保育補助金 2,029,070

　　　　保育料 4,266,427

　　　　その他 1,097,553

　　　福祉付帯事業 2,893,509

Ⅱ．【事業費用】 3,630,403,350

　　　医療材料費 313,350,034

　　　　 （医薬品費） 166,732,004

　　　　 （治療材料費） 137,215,193

　　　　 （給食材料費） 9,402,837

　　　一般管理費 3,317,053,316

　　　　 （人件費） 2,492,468,004

　　　　 （委託費） 253,712,057

　　　　 （物件費） 338,034,960

　　　　 （リース料） 45,782,169

　　　　 （減価償却費） 187,056,126

【事業剰余金】 62,328,734

Ⅲ．【事業外収入】 34,932,805

　　　　　受取利息他 134,319

　　　　　補助金収入 459,000

　　　　　貸倒引当金戻入 4,100,000

　　　　　雑収入 30,239,486

Ⅳ．【事業外費用】 66,241,183

　　　　　支払利息 12,327,262

　　　　　組合債利息 413,647

　　　　　雑損消費税 44,764,913

　　　　　長期前払消費税償却額 4,479,498

　　　　　貸倒引当金繰入 3,900,000

　　　　　雑損失 355,863

【経常剰余金】 31,020,356

Ⅴ．【特別利益】 0

Ⅵ．【特別損失】 7,334,307

　　　　　固定資産除却損 7,257,862

　　　　　貸倒損失 76,445

　　　　　その他 0

【税引前剰余金】 23,686,049

法人税等 29,600,000

法人税等調整額 12,355,483

【当期剰余金】 6,441,532

当期首繰越剰余金 1,202,485

【当期未処分剰余金】 7,644,017

自2012年４月１日～
至2013年３月31日 （単位：円）

自2013年４月１日
至2014年３月31日《2013年度�予算》 （単位：千円）

Ⅰ．事業収入 3,780,000 

　　医療事業収入 2,663,300 

　　介護事業収入 1,107,200 

　　福祉事業収入 7,000 

　　福祉付帯事業収入 2,500 

Ⅱ．事業費用 3,682,000 

　　医療材料費 320,000 

　　一般管理費 3,362,000 

事業剰余金 98,000 

Ⅲ．事業外収入 31,000 

Ⅳ．事業外費用 70,000 

経常剰余金 59,000 

Ⅴ．特別利益 0 

Ⅵ．特別損失 2,500 

税引前剰余金 56,500 

法人税等　△ 50,000 

法人税等調整額 30,000 

当期剰余金 36,500 

＊役員報酬は、総額23，150千円を限度として人件費に計上しています。

　私たち監事は、2012年４月１日から2013年３月31日までの事業年度の理事の職務の執行を

監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。

１．監査の方法及びその内容

　各監事は、他の監事と意思疎通・情報の交換を図るほか、監査方針等に従い、理事・職員

等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査環境の整備に努めました。また、理事会その他重

要な会議に出席し、理事・職員等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じ

て説明を求めました。特に、中間業務監査として「電子カルテ導入に伴う業務改善の成果に

ついて」担当者から直に報告を受け、実施状況等を監査しました。そして、重要な決裁書類

等を閲覧し、本部等において業務及び財産の状況を調査いたしました。このような方法に基

づき、当該事業年度に係る事業報告書及びその附属明細書について検討いたしました。さら

に、会計帳簿並びにこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る決算関係書類（貸

借対照表，損益計算書，剰余金処分案）及びその附属明細書について検討いたしました。

２．監査の結果

（１）事業報告書等の監査結果

　　①事業報告書及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、組合の状況を正しく示して

いるものと認めます。

　　②理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は

認められません。

（２）決算関係書類（剰余金処分案を除く）及び附属明細書の監査結果

　決算関係書類（剰余金処分案を除く）及び附属明細書は、組合の財産及び損益の状況

をすべての重要な点において適正に表示しているものと認めます。

（３）剰余金処分案の監査結果

　剰余金処分案は法令及び定款に適合し、かつ、組合財産の状況その他の事情に照らし

て指摘すべき事項は認められません。

３．監事所見

　決算関係書類について、現行の当組合経理規程に基づきおおむね処理されているものの、

一部に原則どおりに処理されていないものが確認されました。至急、管理体制の整備・強化

を図り、厳格な運用を図るよう改善されることを要請します。

　　2013年６月５日　　　　　　　　富山医療生活協同組合

 監事　藤田　康雄　　中田　幸子　　古沢　恭子

監　査　報　告　書
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無料法律相談のご案内

坂本義夫弁護士（富山中央法律事務所）

時間は午後２時～４時

・８月８日（木）
・９月19日（木）
・10月17日（木）
場所 富山協立病院地域連携室

◎お申込･地域連携室 ☎076－444－5708
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お申し込み・お問い合わせ先
富山医療生協　組織部　電話  076－441－8351

シルバーリハビリ体操・
� セーフティーウオーキング講習会

第11回平和バスツアー

憲 法 学 習 会

第7回グラウンドゴルフ大会

認知症サポーターステップアップ講座
日　時：8月28日㈬　13：30～15：30
講　師：松岡節子さん（富山傾聴ボランティア ピアの会）

　　　　・傾聴の基本的理解
　　　　・認知症高齢者との関わり方のロールプレイ
会　場：ひまわり　　　参加費：無料

日　時：7月23日㈫　14：00～16：00
会　場：富山協立病院東別館３階会議室
参加費：無料
★負担の少ない体操・歩き方の講習

日　時：9月3日㈫～4日㈬
　　　　７：00出発予定
テーマ：平和憲法について考える
行き先：靖国神社、東京大空襲センター見学
　　　　観光も予定
参加費：25,000円（予定）

定　員：40名

第３回 脳いきいき班会実践交流会
日　時：8月27日㈫　14：00 ～16：30
会　場：富山協立病院東別館３階会議室

参加費：無料
★班会の進め方や運営の工夫の交流

日　時：7月31日㈬　14：00～16：00
会　場：富山協立病院東別館3階会議室
講　師：坂林加奈子弁護士（中央法律事務所）

参加費：無料
★96条など憲法改正問題を考える

日　時：9月19日㈭　８：00受付開始
　　　　（雨天の場合は９月26日）

会　場：城東ふれあい公園（富山市荒川）

参加費：500円
―グラウンドゴルフ練習会―

練習日：◆７月18日㈭（雨天の場合25日）

　　　　◆８月８日㈭（雨天の場合22日）

　　　　◆９月12日㈭（雨天中止）

　　　　　いずれも時間は９：30～11：30

会　場：富山市稲荷公園　
参加費：100円（貸しクラブは無料）
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住
宅
な

ど
の
除
染
は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で

い
な
い
の
が
実
態
で
す
。
進
ま

な
い
理
由
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
、
①
除
染
の
効
果
が

は
っ
き
り
し
な
い
、
②
除
染
に

よ
っ
て
生
じ
た
廃
棄
物
の
処
理

が
現
場
保
管
に
な
っ
て
い
る
、

③
除
染
費
用
の
補
償
の
範
囲
が

確
定
し
て
い
な
い
、
④
除
染
は

繰
り
返
し
行
う
必
要
が
あ
る
な

ど
基
本
的
な
除
染
作
業
の
流
れ

が
作
ら
れ
て
い
な
い
た
め
で
す
。

　
例
え
ば
「
廃
棄
物
は
五
年
間

自
宅
の
庭
の
片
隅
に
ビ
ニ
ー
ル

の
袋
に
入
れ
て
埋
め
る
か
、
ド

ラ
ム
缶
に
入
れ
て
地
上
保
管
す

る
。」
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
仮
置
き
場
、
中
間
貯
蔵

施
設
の
確
保
が
出
来
て
い
な
い

た
め
で
す
。
五
年
後
に
廃
棄
物

を
移
動
で
き
る
保
証
は
全
く
あ

り
ま
せ
ん
。�

（
次
号
へ
続
く
）

▲廃棄物地上保管用ドラム管

No.2

す
す
ま
な
い
除
染
作
業

ご参加ください


